
１．賃金引上げ

○ 回答を引き出した組合は、平均賃金方式、個別賃金方式合わせて、１１８組合、２２，９２４人。

○

○

○ 個別賃金方式では、Ａ方式の妥結額が３，２８７円となり、昨年最終期を２，１２１円上回った。

　　

（１）平均賃金方式（組合員数による加重平均）

集計組合数 昨年対比 集計組合数

集計組合員数 集計組合員数

９０組合 ３，７３４円 ７５組合
１５，９４７人 1.３８ポイント １４，８７０人

７８組合 ３，８９４円 ６０組合
７，６５１人 １．５９ポイント ５，０００人
１２組合 ３，５５９円 １５組合

８，２９６人 １．２９ポイント ９，８７０人

（２）個別賃金方式（組合数による単純平均）

集計組合数 昨年対比 集計組合数

集計組合員数 集計組合員数

Ａ方式 ２７組合 ２，１２１円 ２７組合
（純ベア） ６，６７７人 １．０４ポイント ６，５１１人
Ｂ方式 １組合 ０組合
（定昇込み） ３００人 ０人

※注
Ａ方式：特定した労働者の前年度の水準に対して、新年度該当する労働者の賃金をいくら引き上げる
　か交渉する方式。この部分を連合は「純ベア」と定義した。
Ｂ方式：特定する労働者の前年度の賃金に対し、新年度（勤続と年齢がそれぞれ１年増加）いくら引き
　上げるか交渉する方式。

２．一時金

○

○

○ 業績連動算定方式・非公開で報告された組合が２組合。

（１）一時金（組合員数による加重平均）

２２組合 ４２組合
年 ４，４７１人 ８，５８６人
間 １３組合 １７組合

１，４２１人 ２，８８９人
９組合 ７組合

季 １，５４１人 １，１３６人
別 １９組合 １０組合

５，８９７人 ４，２０７人

2023年7月31日集計

1.68%

１．６８月

全体

平均賃金方式

１７２，９４９円

０．２８月

８４，６５３円

８，０２０円 3.07% ４，２８６円

2023回答（2023年7月31日最終） 2022回答（2022年7月31日最終）

引上げ額 引上げ率 引上げ額 引上げ率

1.69%

2.97%

2022回答（2022年7月31日最終）

引上げ額

300人未満 ８，０８９円

７，９５７円

3.32% ４，１９５円

月数

金額

１，３２５，５３８円

一時金
回答

３．８３月

１．９６月

３４７，１３０円

2023回答（2023年7月31日最終）

集計組合員数

賃金体系維持

２６２，４７７円

４．４０月

2022回答（2022年7月31日最終）

▲０．５７月

回答

２０２３春季生活闘争 最終結果

年間の月数加重平均が３．８３ヶ月、金額で１，３２５，５３８円となり、昨年度と比較して、月数で０．５７ヶ月下
回り、金額で１７２，９４９円上回った。

季別の月数加重平均が１．９６ヶ月、金額で３４７，１３０円となり、昨年度と比較して、月数で０．２８月、金額で
８４，６５３円上回った。

１，１６６円 0.38%

－―

３，２８７円

　

300人以上

1.73%

－

昨年対比
集計組合員数

－

４，３９８円

1.42%

2023回答（2023年7月31日最終）

１，１５２，５８９円

賃上げ妥結状況は、平均賃金方式で妥結額（組合員数加重平均）は８，０２０円、３．０７％であり、昨年最終
期を金額で３，７３４円、引上げ率で１．３８ポイント上回る結果となった。

組合員３００人未満の中小組合の平均妥結額では、８，０８９円、３．３２％、３００人以上の組合は７，９５７円、
２．９７％となり、３００人未満の組合が昨年度を３、８９４円上回り、３００人以上の組合も昨年度を３，５５９円上
回った。

　

月数

金額

引上げ率引上げ額
個別賃金方式

引上げ率


